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資料編

１ 指導と評価の計画
関・意・態 ●思・判 □技・表 ◆知・理）【評価規準 （◎】

時 支援及び指導上の 学習活動に 評 価 基 準過

間 学 習 活 動 おける具体 評価方法程

留意点 の評価規準 Ａ( ) Ｂ( ) Ｃ( )3 2 1
見通し１

テ２ ○「高齢者福祉」 ○教師が適宜アドバイスを ◎高齢者福祉 ○高齢者福祉 ○高齢者福祉 ○高齢者福祉 ○学習シー

というテーマでグ 与えウェビングがよりスム 全体にイメー について自分 について自分 について自分 ト１への記

ループ全体でウェ ーズにかつ広がりをもちつ ジをもつこと なりの考えを なりの考えを なりの考えを 入

ー

ビングを行い、高 ように支援する。 ができる。 もウェビン もウェビング あまりもつこ

マ 齢者福祉について ○一人一人に意見を発表さ グへのアイデ へのアイデア とができず、

の意見を出し合い せ、学習対象の「高齢者福 アを 個以 を５から９個 ウェビングへ10
設 追究の方向性決め 祉問題」について自分なり 上考えること 考えることが のアイデアが

る。 のイメージがもるようにす ができる。 できる。 ４個以下であ

定 る。 る。

○ウェビングマッ ○聞き取り調査では共通質

「 」プからそれぞれの 問幸せを感じるときは？

分担を決め、聞き と自分の分担について「困

取り調査を行うた っていることや不安を感じ

」 。めの準備をする。 ることは？の質問を行う

１ ○聞き取り調査の ○聞き取り調査の結果は事 ●高齢者の立 ○高齢者の気 ○高齢者の気 ○高齢者の気 ○ウェビン

結果を発表し合う 前に集めて印刷し、共有で 場を理解し、 もちを理解 もちを理解 もちがあまり グの場面で。

きるようにする。 高齢者福祉問 し、高齢者福 し、高齢者福 理解できず、 の発表の様

○全体で「高齢者 題について課 祉問題につい 祉問題につい ウェビング中 子の観察

にとって幸せと ○前回のウェビングの結果 題意識がも て考え、ウェ て考え、ウェ に意見を発表

は？」というテー を発展させる形で行うこと る。 ビング中に３ ビング中に１ できない。

マで再度ウェビン で、高齢者福祉全体のイメ 回以上意見を ・２回意見を

グを行い、高齢者 ージを作り上げる。 発表してい 発表してい

福祉の問題の全体 る。 る。

像をつかむ。

２ ○ウェビングの全 ○全体ウェビングの結果を ◎主体的に自 ○課題意識を ○教師のアド ○自己の追究 ○学習シー

体像から自己の追 全体で再確認し、それぞれ 己の追究課題 もちち主体的 バイス等を参 課題をはっき ト２への記

究したい課題を決 の方向性が全体にわたるよ を決めること に自己の追究 考にしながら りと決めるこ 入

め、追究の道筋を う調整する。その後、各自 ができる。 課題を決め、 自己の追究課 とができな

考える。 で追究課題を考える。 その理由を明 題を決めるこ い。

○追究課題が決まった人か 確にできる。 とができた。

ら追究の道筋を考えさえ、

教師は随時アドバイスを与

える。

見通し２

テ１ ○自己の追究課題 ○自己の追究課題につい ●共通の視点 ○共通の視点 ○共通の視点 ○共通の視点 ○自己課題

について、追究の て、共通の視点を中心に追 について理解 について理解 について概ね の意味がはっ 設定シート

道筋を再確認する 究を進めること確認する。 し、追究への し、追究の方 理解し、追究 きりと分から への記入

ー

とともに追究の方 ○共通の視点についての理 見通しをもつ 法を３つ以上 の方法を１・ ず、追究の方

マ 法を検討する。 解し記録ができるように ことができ あげることが ２個あげるこ 法をあげるこ、 、

例を示す。また課題追究シ る。 できる。 とができる。 とができな

追 ートの記入の仕方について い。
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も指導する。

究

９ ○課題追究に向け ○視点を意識した追究が行 ◆課題の調査 ○四つの共通 ○四つの共通 ○追究がすす ○課題追究

た調査・分析活動 えるよう随時アドバイスを ・分析活動を の視点に対し の視点に対し まず、考察に シートへの

を行う。○毎時間 与える。 通して、高齢 て、各日の追 て、各日の追 までいたらな 記入

終了時に課題追究 ○毎時間終了時に課題追究 者福祉の現状 究の中で二つ 究の中で一つ い。

シートに各視点ご シートを提出し、追究の様 を理解すると 以上の内容を の内容を考察

とのその日に分か 子を把握するとともに、個 ともに、自ら 考察すること することがき

ったことを記入す 別にアドバイスを行う。 の追究を掘り がきる。 る。

る。 下げることが

できる。

見通し３

ま１ ○自己の追究を整 ○共通の視点に基づいて提 □それぞれの ○四つの視点 ○四つの視点 ○四つの視点 ○発表資料

理し、パネルディ 案ができるよう、資料の基 視点について すべてについ のうち２・３ のうち１点以

と スカッションのた 本形を例示する。 自分の考えが て自分の考え 点について自 下しか考えを

めの資料を作る。 しっかりと示 がしっかりと 分の考えがし まとめること

め せるように、 まとめられ っかりとまと ができない。

まとめること る。 められてい

る ができる。 る。

２ ○パネルディスカ ○進行の補助を教師が行 ●高齢者福祉 ○パネラーと ○パネラーと ○パネラーと ○パネラー

ッションを行い、 い、視点を中心に討論が進 について自分 して発表者の して発表者の して発表者の としての発

それぞれの考えを むよう支援する。また、随 の考えをも 内容を理解 内容を理解し 内容を理解し 言の様子の

聞くとともに、自 時自己の追究と対比し追究 ち、他の考え し、自己の追 たコメントが たコメントが 行動観察

己の考えを発表し の全体像がイメージできる と比較しなが 究と比較して できる。 できない。、

お互いの追究を深 よう、追究全体図で確認す ら深めること コメントでき ○アドバイ

めあう。 る。 ができる。 る。 スシートの

○アドバイス ○アドバイス ○アドバイス 記入

シートに２つ シートに１つ シートに内容

以上のアドバ のアドバイス のあるアドバ

イスが記入で が記入でき イスが記入で

きる。 る。 きない。

１ ○パネルディスカ ○パネルディスカッション □話合いの結 ○補足調査の ○補足調査の ○補足調査の ○振り返り

ッションでの話合 でのパネラーの意見やアド 果を自己の追 内容や方法に 内容や方法に 内容や方法に カード

いやアドバイスを バイスシートを参考にして 究の改善に役 ついて改善点 ついて改善点 ついて改善点

もとに自己の追究 自己の追究の補足調査の計 立てることが を三つ以上考 を一～二つ考 を考えること

の見直しをする。 画を立てる。アドバイスシ できる。 えることがで えることがで ができない。

ートには教師のアドバイス きる。 きる。

も加えて配布する。

４ ○中間発表会に向けての資料作りを行う。

※校内中間発表会は、学校公開日に各学年の代表の班が発表を行うものであり、高齢者福祉班は班全体で発表を行う。

校 内 中 間 発 表 会

４

○追究結果をまとめ、校内外への発信を行う。
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２ 学習指導案
見通し１（１）第１から５時

１ ねらい 高齢者福祉について課題意識をもちち、ウェビング及びプレ調査活動を通して、追究の見通しを立て、自己の追究

課 題を設定することができる。

２ 準備 学習シート１・２・３・４

３ 評価規準 ・ウェビングやプレ調査活動を通して高齢者の考えや思いにふれ、高齢者福祉に対して主体的に追究しようとする。

（関・意・態）

・高齢者の置かれている現実や問題点の全体像をイメージし、それらについて問題意識をもちってみようとする。

（思考・判断）

４ 展開

関・意・態 ●思・判 □技・表 ◆知・理）第１・２時 （◎

学習活動及び生徒の意識（＊） 支 援 お よ び 留 意 点 見取りの視点時間

（見取りの方法）

つ ○「高齢者にとっての幸せとは？」という ・高齢者についてもちっている自分のイメージ

か テーマで学習をすすめることを知る。 をつかませるために、いくつかの例をあげたり

。む 生徒から身近な高齢者の話を引き出したりする＊高齢者の幸せって何だろう

15＊うちのおばあちゃんはどんな気持ちでいるのだ

ろう

＊近所に一人暮らしのお年寄りがいるけど、幸せ

なのかな？

○高齢者福祉について浮かぶイメージやフ ・なるべく多く書けるよう、途中いくつかの例 ◎高齢者福祉の問題

レーズを書き出す。 示やヒントフレーズ等を示す。また机間指導で について多くの記入

個々にアドバイスを与える。 ができた。＊介護・寝たきり・老人ホーム・年金・ゲートボ

（学習シート）ール・年金・病院・ヘルパー・バリアフリー・車

いす・ボケ・家族等々

追 ○それぞれのもちったイメージをもとにグ ・それぞれの書いたフレーズを発表し、それを ●ウェビングに参加

究 ループウェビングを行う。 黒板上で整理する形でウェビングを行う 途中 し、意見を言うこと。 、

す さらにイメージをふくらませるように、具体的 ができた。＊みんな色々考えているんだな 50

る な事例が思い浮かぶ発問をし、随時修正を加え （行動観察）＊自分が書いたのと違うのが、たくさんあるな

全員で作り上げた気持ちをもるようする。＊高齢者のことについてもっと調べてみたいな

振 ○ウェビングマップからそれぞれの分担を ・ウェビングマップをもとに、各分野ごとに分 ◎自分の分担につい

り 決め、次回までに身近な高齢者に聞き取り かれ、それぞれの担当を決め、聞き取り調査の て主体的に聞き取り

返 調査を行ってくることを確認する。また、 内容を考える。 調査の準備に取り組35

る そのための準備をする。 例 めた。高齢者とお金･･･「収入の方法は？ 「金銭面での不安や悩みはありますか？」」

（学習シート）高齢者医療･･･「医者にはどれくらい行きますか？ 「病院や医療に対して不満や希望は」

ありますか？」

高齢者の生活･･･「最近、生活で便利になったことは何ですか？ 「生活面で困っている」

ことは何ですか？ 「一人暮らしで困ることは何ですか？」」

・各分担の内容以外に、共通質問として「幸せ

を感じるときは？」を行う。

第３・４・５時

学習活動及び生徒の意識（＊） 支 援 お よ び 留 意 点 見取りの視点時間

（見取りの方法）

つ ○聞き取り調査の結果を発表し合う。 ・事前に各自の聞き取り調査の結果を集め印刷 ◎聞き取り調査に主

か し、配布することで調査結果の共有意識を高め 体的に取り組めた。＊高齢者の気持ちが少し分かってきた 25



-4-

む る。 （学習シート）＊高齢者を取り巻く色々な問題があるんだな

・聞き取り調査で分かったこととともに、感想＊高齢者の悩みをもっと詳しく聞いてみたい

も発表することで、課題を主体的にとらえられ

るようにする。

○聞き取り調査の結果をふまえて、前回の ・聞き取り調査の結果をウェビング図に反映さ ●高齢者福祉の全体

ウェビング図に書き加える形で再ウェビン せることで、ウェビングが深まったことを意識 像がつかめた。25

追 グを行う。 させ、生徒の中に高齢者福祉の全体像のイメー （学習シート）

ジができるようにする。

究

○ウェビング全体像の中から、自己の追究 ・ウェビング図を中心に高齢者福祉に関する問

す したい課題をみつける。 題の各側面について調べてみたいことを書き、

自分の追究したいことをみつける。＊高齢者の生きがいとは

50る ＊高齢者の介護

＊高齢者用グッズについて

＊年金とは

＊高齢者の悩み

○全体で話し合い担当の分野を決める ・それぞれの希望とワークシートの内容を発表 ◎主体的に担当分野

し合い 調整して担当の分野を決める その際 が決め、追究への意１高齢者の生活・悩み ２高齢者の生きがい 、 。 、

それぞれの希望を大切にしながら、個々の特性 欲がもた。３高齢者の体の変化と医療 ４高齢者とお金

に応じた分担になるよう助言する。 （学習シート）５高齢者へのケアー

○全体ウェビング図を参考にして、自分の ・各自でウェビング的に発想を整理し、追究の □多くの追究の方向

振 担当した分野についてウェビング的に発想 方向性を考えることで、追究の道筋がより明確 性を考え、その中か

り を整理することで、追究の方向性と追究課 になるようにする。 ら自己の課題に適し25

返 題を決める。 ・同じ分野の生徒で、お互いの課題の関係への た道筋がみつけられ

る 認識を深めるために、情報交換を行う。 た （学習シート）。

、○追究の道筋を考える。 ・何のために何を調べるかを明確にすることで

25追究の段階を考えやすくする。

・共通の視点（公共性・経済性・感情面・将来

の姿）について簡単にふれ、道筋を考えるヒン

トする。

見通し２（２）第６時から16時

１ ねらい 高齢者福祉の自己追究課題について、追究の視点を決めて（公共性・経済性・感情面・将来の姿）追究を行うこと

で、高齢者の置かれて現状や問題点を知ること知り、それらの関連や背景について考えることができる。

２ 準備 学習シート４ 課題追究シート

３ 評価規準 ・高齢者福祉にかかわる現状や問題点を知り、それらに携わる人々の気持ちや考えを理解する （知・理）。

・高齢者の置かれている現実や問題点について視点を決めて追究し、それらの関連や背景について考えることができ

る （思考・判断）。

関・意・態 ●思・判 □技・表 ◆知・理）４ 展開 （◎

学習活動及び生徒の意識（＊） 支 援 お よ び 留 意 点 見取りの視点時間

（見取りの方法）

つ ○自己の追究の道筋をもとに追究の計画を立 ・追究の計画が具体的になるように、目的・方法を □追究の計画が立て

か てる。 明確にさせる。 られた。

む ・見通しがもない生徒には、前回までの全体や個人 （学習シート）50



-5-

。でしたウェビングの結果等を想起させる等助言する

（ ）・共通の視点 公共性・経済性・感情面・将来の姿

について説明し、そのことを意識した追究計画が立

てられるようにする。

○自己課題追究の調査分析活動を行う。 ・課題追究シートを基にして、随時アドバイスを与 ●視点を意識した調50

えることで、個々の追究の方向性を保つとともに、 分 査分析活動に取り組

追究の視点にそった深まりが生まれるよう支援する × めた （行動観察・課。 。

・それぞれの方法や分野に応じて、下記のような支 ９ 題追究シート）

時間援をそれぞれに適切に行う。

調査・分析の方法ごとの支援及び留意点（太字は重点事項）追

○本等の資料 ○ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの調査 ○市役所等公共機関へ ○インタビュー等聞き ○高齢者へのアンケー ○施設等の訪問・見

の取材 取り調査 ト調査 学

・高齢者及び関係者の ・全体で１つのアンケ ・交流活動を活発に究 ・図書室を中心に、 ・キーワード検索及び ・関連する生徒に話合

切実な声を大切にした ートを作成し、全員で 行い、その中で生の市立図書館や学習セ リンク集を活用できる わせ、協力して取材す

追究のために、聞き取 調査を行う。 姿や声をつかみとらンター等の資料につ よう個別に支援する。 るようにさせる。

り調査を積極的に行う せる。いて一覧を作成し調 ・調査結果については ・取材項目や内容につ ・班員 名が各５人、 。 21

査がスムーズに進行 分かったことを記録し いて事前にしっかりと ・相手内容等をしっか 程度調査することで ・事前調査を充分に、

するよう支援する。 内容は後で整理できる 吟味するよう助言する りと検討し、 名程度の規模で行 行わせ、訪問や見学す 。 アポイントメント 100
形で保存させる。 を含め相手方の気もを うようにする。 の目的と視点を明確・共通の視点の公共性

。を意識した取材を心が 大切にした調査が行え ・アンケート項目内容 にするよう助言する

るよう助言する。 表現等をしっかりと話 ・交流活動についてけるよう助言する。

・共通の視点を意識し し合わせる。 は相手方の都合や考

た質問ができるように ・調査結果の考察にお えに充分に留意するる

する。 いては、共通の視点を よう支援する。

大切にしてまとめるこ

とを意識させる。

担当分野ごとの支援及び留意点

○高齢者の生活 ○高齢者の生きがい ○高齢者と趣味 ○高齢者の体 ○高齢者医療 ○高齢者とお金

・インタビューやア ・高齢者の生きがいの ・高齢者と生きがい担 ・高齢者の体の変化に ・インターネットや本 ・年金、介護保険、

ンケートを実施し、 実態を把握し、そのた 当と連携してすすめる ついて、聞き取り調査 等で基本的な知識をも 消費被害等それぞれ。

、生活の様子や悩みを めの社会のあり方を考 ・趣味を楽しむ人とそ 等を中心に生の姿を浮 った上で、老人ホーム の担当の連携を計り

具体的につかむよう えるよう助言する。 の趣味を支援する社会 き彫りにする ・高齢 や病院を訪問し、それ 多方面から高齢者を。

助言する。 ・基本的に「家族 「趣 的状況について考察す 者医療担当と連携をし らにかかわる人と交流 取り巻くお金の問題」

」 。・用具や器具につい 味 「仕事」の３つの るよう支援する。 てすすめる。 を通して現代医療の実 に迫れるようにする

側面を大切にする。 ・趣味のサークルへの ・体の変化とともに感 態に深く迫ることを目てはインターネット

体験入門等も積極的に 情面での変化にも着目 指させる。の情報だけでなく実

行わせる。 させる。物等、生の姿にふれ

。られるよう支援する

振 ○課題追究シートへの記入を行い、その日の ・調査分析活動の各終了 分前に、課題追究シート ●自己の追究の深ま10 各終了前

り 追究を振り返る。 の「追究して分かったこと」を記入し、自己の追究 りを意識することが１０分

返 の段階を意識するとともに、次回の追究への見通し できた （課題追究シ。

る をもつ。 ート）

見通し３（３）第 時から20時17

１ ねらい それぞれの追究課題に対して、追究の視点を中心にしたパネルディスカッションを行い、高齢者福祉の諸側面の課

題等を理解し、これからの高齢者福祉のあり方について考えるとともに自己の追究を見直す。

２ 準備 学習シート５ アドバイスシート 実物投影機 プレゼンテーション用パソコン
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３ 評価規準 ・自己の追究課題について、共通の視点を意識して分かりやすく発表することができた （技能・表現）。

・パネルディスカッションを通して、高齢者の置かれている現実や問題点を理解し、それらの関連や背景について考

えることができる （思考・判断）。

関・意・態 ●思・判 □技・表 ◆知・理）４ 展開 （◎

学習活動及び生徒の意識（＊） 支 援 お よ び 留 意 点 見取りの視点時間

（見取りの方法）

○パネルディスカッションを行うことを知 ・課題追究シートの「追究して分かったこと」 共通の視点を意識□

つ り、自己の追究の結果を整理する。 を中心にパネルディスカッションで２分程度の した発表の準備がで

。（ ）か 発表ができるようにまとめる。 きた 発表用原稿50

む ・共通の視点を意識した発表ができるよう、発

表のひな型を提示する。

○パネルディスカッションを行い、お互い ・交代で司会を行い、意見交流の方法を身につ ◆意見交流を通して

追 の考えを聞くとともに交流をする。 ける。 高齢者福祉の現状と100

・同じ分野の生徒がパネラーとなり、自己の追 課題について理解で

究 究と比較して発言ができるよう支援する。 きた （学習シート。

発表形態 ・教師はアドバイザーとして参加し、進行の補 ｱﾄﾞﾊﾞｲｽｼｰﾄ）

す 助をするとともに、それぞれの追究の全体像の

中での位置づけや、お互いの追究の関連に視点

る が向くよう助言をする。

・他の生徒は、それぞれの発表について、気付

いたことをメモし、アドバイスシートに記入す

る。

分野別一覧

１高齢者の生活・悩み ･･･「高齢者の生活 「高齢者の悩み 「独居老人の生活 」」 」 」

２高齢者の生きがい ･･･「高齢者の生きがい（家族・趣味・仕事 「高齢者の趣味」）」

３高齢者の体の変化と医療･･･「高齢者の体の変化 「高齢者医療 「認知症」」 」

４高齢者とお金 ･･･「年金 「介護保険制度 「高齢者詐欺」＊高齢者には様々な問題があり、それらが関係し 」 」

５高齢者へのケアー ･･･「老人ホーム 「自宅介護 「ホームヘルパー 「高齢者用用具」合っているんだ。 」 」 」

「バリアフリー・ユニバーサルデザイン」＊高齢者の生活向上のために、色々な面で援助が

なされているんだ。

＊自分の調べたこと関係があるんだ。

振 ○パネルディスカッションでの気付きをも ・パネルディスカッションでのパネラーの意見 ●自己の追究の足ら

り とに、自己の追究の見直しをする。 やアドバイスシートを参考にして自己の追究の ない部分に気付き、50

返 補足調査の計画を立てる。 さらなる追究への意

る ・アドバイスシートは個々に整理して、教師の 欲がもた （学習シ。

アドバイスも加えて個々に配布し、自己の追究 ート）

の見直しの支援とする。

スクリーン

○ ◎ 発表者

ﾊﾟﾈﾗｰ ○

○ △司会者

○ □教師

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 他の生徒

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
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内容系列表 館林市立多々良中学校３ 「総合的な学習の時間」

各 学 年 の 内 容領

中学校１・２年 中学校３年以上域 領 域 の 目 標 領 域 の 内 容

様々な学習や生活とア情報収集と活用 ア課題や目的に応じて情報手段を適切ア課題や目的に応じて情報手段を適切

の関連において、多く に活用し、必要な情報を収集・選択 に活用し、収集・選択した情報を判

の情報の中から自分に ・整理・処理し、生活に生かすこと 断し、分析すると共に生活に生かす情

必要な情報を収集・選 ができる。 ことができる。

択し活用することがでイ責任ある情報のイ社会生活の中で情報や情報技術が果イ社会生活の中で情報や情報技術が果

き、情報の積極的かつ 発信 たしている役割や及ぼす影響を理解 たしている役割や及ぼす影響を理解報

責任ある発信ができる すると共に、受け手の状況などを踏 し、情報モラルの必要性や情報に対

資質や能力を育てる。 まえ責任ある情報の発信ができる。 する責任について考え、望ましい情

報社会の創造に参画しようとする。

身近な自然に積極的ア自然に対する感ア身近な自然を見直し、自然保護に必ア地域規模・地球的規模の環境問題、

にかかわり、自然のも 受性や環境への要な生活のあり方を考える。 自然破壊等を多様な視点から科学的

ちつ豊かさや大切さに 関心 に分析し、産業と自然や環境とのあ

気付き、生活と環境と るべき姿を考える。環

のかかわりについて理イ環境問題と生活イ生産・流通・消費といった人間の生イ人間と環境との関連性を幅広くとら

解を深め、自然と共生 様式とのかかわ 活の営みが、様々な面で環境に影響 える中で諸矛盾を見出し、人間の責

し、自分にできる方法 りについての理 を及ぼしていることを理解する。 任や役割について理解し、よりよい境

での環境保全やよりよ 解 自然との共生について考える。

い環境を創造する資質ウ環境保全やよりウよりよい環境創造、経済活動や生活ウ環境問題の解決やよりよい環境の創

や能力を育てる。 よい環境創造の 様式の変化など多面的な視点から環 造のための取組の裏にある諸矛盾に

ために、主体的 境問題をとらえ、自分ができること 気付き、将来にわたって考えていか

に行動する実践 考えたり、実践したりする。 なければならいことは何かを考え、

的態度 自分なりの日常的実践を行う。

自分を含め、様々なア他者への尊重・ア地域の人々との交流や体験活動を通ア誰もが障害をもちつ可能性があり、

人々がそれぞれに生き 尊敬・思いやり して、高齢者や障害者などを正しく 高齢者になることを前提に、高齢者

がいをもって生きよう などの豊かな人 認識すると共に、互いの違いや個性 や障害のある人々は特別な存在では

としていること、その 間性 を認め合い、尊重し、思いやりをも ないし、その人格が尊ばれ、一般の福

ためにお互いに助け合 って接する。 社会の中に普通に参加し、平等に生

っていることを理解し きる権利があることを認識する。、

より一層充実した福祉イ福祉にかかわるイ高齢者や障害者などの置かれているイボランティア活動などを通して様々

社会の実現に貢献する 社会の特質・問 現実など現代社会の福祉にかかわる な福祉にかかわる問題を認識し福祉

資質や能力を育てる。 題の理解と、介 現状や問題点をとらえると共に、ボ 政策や社会的諸サービスが対等の生祉

護・福祉などの ランティア活動などの体験等を通し 活原理であることが分かる。
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課題についての て福祉に対する認識を深める。

認識

、ウよりよい福祉社ウ身近な福祉問題の解決やよりよい福ウ福祉にかかわる様々な問題について

、 、会実現のために 祉社会実現への様々な取組やそれに 日本と諸外国の取組とを比較したり

主体的に行動す 携わる人々の気持ちや考えを知り、 福祉政策の問題点について分析した

る実践的態度 自分ができることを発信したり、実 りして、考えをまとめ、提言として

践したりする。 発信していく。

自分たちが暮らしてア地域の伝統・文ア地域や生活上の問題について地域のア地域社会の現状や問題点を政治、経

いる地域に愛着をもち 化・行事・生活 専門家や様々な立場の人の意見を聞 済、産業等、多面的、多角的な視点

ち、家庭や学校を含め 習慣・政治・経 いたり、客観的、科学的にとらえた からとらえ分析・判断し、解決しよ地

た地域の生活上の諸問 済・産業などの りして解決の方向性を探る。 うとする。

題について理解を深め 現状や問題点の、

自他を尊重しつつ、地 理解

域社会の一員としてよイ地域や学校等のイ地域社会を構成する一員としての自イ地域社会を構成する一員としての自

りよい民主的な生活の 行事や活動、生 覚と誇りをもちち、他と協力してよ 覚と誇りをもちち、自他を尊重しつ域

、 、実現に意欲的、協力的 活上の問題等の りよい郷土の創造を目指した取組を つ よりよい社会の実現を目指して

に取り組もうとする資 解決に向けて自 行う。 その発展に尽くそうとする。

質や能力を育てる。 他を尊重して協

力的に取り組も

うとする態度

それぞれの職業の大ア具体的な活動やア職業調べや職場体験を通して、働くア職業調べや職場体験等を通して、職

切さや労働の意義につ 体験を通しての ことの喜びや厳しさ、働く人たちの 場には性差や制度による様々な問題進

いて理解すると共に、 職業観・労働観 仕事に対する思いや責任感にふれ、 点のあることを科学的に理解し、自

自己の適性や将来につ の拡充 労働の意義について考える。 己の職業観を振り返る。路

いて考え、個性豊かにイ自己の価値観のイ自己の適性や将来の職業選択を視野イ現在や将来を真剣に考え、様々な社

よりよく生きていくこ 確立 に入れ、自己を高めていくために何 会参加のあり方や生き方の選択肢が

とができる資質・能力 が必要か考え、取り組もうとする。 あること、生きがいをもちって充実

を育てる。 した人生を送ることの意味等を考え

る。


